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(57)【要約】
【課題】タッチパネルからの入力で条件変更を行う場合
、入力操作の態様を使い分けて条件変更を行う条件変更
装置、カメラ、携帯機器、およびプログラムを提供する
。
【解決手段】機器の動作条件を変更させる条件変更装置
において、画像が表示される表示部１６と、表示部１６
に設けられたタッチパネル１３と、タッチパネル１３へ
の入力操作を検出するタッチ検出部１１ａと、入力操作
の態様に基づき、変更される条件の種類を設定する変更
条件設定部１１ｂと、設定された変更条件の種類に応じ
て、当該変更条件の具体的なパラメータを設定するため
の操作補助画像を表示部１６の画面に表示させる操作画
像表示部１１ｃと、操作補助画像が表示される画面に対
する入力操作に基づき、当該変更条件のパラメータを変
更するパラメータ変更部１１ｄと、を備える。
【選択図】　図1
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　機器の動作条件を変更させる条件変更装置において、
　画像が表示される表示部と、
　上記表示部に設けられたタッチパネルと、
　上記タッチパネルへの入力操作を検出する検出部と、
　上記入力操作の態様に基づき、変更される条件の種類を設定する変更条件設定部と、
　設定された上記変更条件の種類に応じて、当該変更条件の具体的なパラメータを設定す
るための操作補助画像を上記表示部の画面に表示させる操作画像表示部と、
　上記操作補助画像が表示される画面に対する入力操作に基づき、当該変更条件のパラメ
ータを変更するパラメータ変更部と、
　を備えることを特徴とする条件変更装置。
【請求項２】
　上記変更条件設定部は、上記入力操作の態様として、上記タッチパネルに同時に入力さ
れる数が１箇所かあるいは複数個所に応じて、変更条件の種類を設定することを特徴とす
る請求項１に記載の条件変更装置。
【請求項３】
　上記変更条件設定部は、上記入力操作の態様として、上記タッチパネルに対する片手の
指による操作と両手の指による同時操作の違いに応じて、上記変更条件の種類を切り換え
て設定し、
　上記操作画像表示部は、片手の指による操作の場合には、上記画面で操作された指側に
上記操作補助画像を表示させ、両手の指による操作の場合には、上記画面の両側に上記操
作補助画像を表示させる、
　ことを特徴とする請求項１に記載の条件変更装置。
【請求項４】
　上記変更条件設定部は、上記入力操作の態様として、上記タッチパネルに対する両手の
指による同時操作が合った場合に、さらに当該両手の指により回動操作が開始されたか否
かで上記動作条件の種類を切り換えて設定し、
　上記操作画像表示部は、当該両手の指による回動操作が開始された場合には、上記画面
に周状のオブジェクトを上記操作補助画像として表示させる、
　ことを特徴とする請求項１に記載の条件変更装置。
【請求項５】
　上記変更条件設定部は、上記入力操作の態様が回動操作を含む場合に、当該回動操作の
径の大小に応じて、上記動作条件の種類を切り換えて設定し、
　上記操作画像表示部は、当該回動操作の径の目安となるような２重の周状のオブジェク
トを上記操作補助画像として表示させる、
　ことを特徴とする請求項１に記載の条件変更装置。
【請求項６】
　上記変更条件設定部は、上記入力操作の態様が回動操作を含む場合に、上記画面の当該
回動操作の中心位置に応じて、上記動作条件の種類を切り換えて設定し、
　上記操作画像表示部は、当該回動操作に係わる指の位置に応じて上記操作補助画像を表
示させる、
　ことを特徴とする請求項１に記載の条件変更装置。
【請求項７】
　上記パラメータ変更部は、上記回動操作によってパラメータを変更し、上記画面での当
該回動操作によって描かれる円の径に応じて、上記変更するパラメータの量を切り換える
ことを特徴とする請求項６に記載の条件変更装置。
【請求項８】
　請求項１乃至７に記載される条件変更装置が搭載され、
　上記タッチパネルが筺体の背面に設けられ、
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　上記変更条件設定部は、上記変更条件として撮影条件を設定し、
　上記操作画像表示部は、上記操作補助画像をライブビュー画像に重畳して表示させる、
　ことを特徴とするカメラ。
【請求項９】
　請求項１乃至７のいずれか１項に記載される条件変更装置が搭載されたことを特徴とす
る携帯機器。
【請求項１０】
　画像が表示される表示部と、上記表示部に設けられるタッチパネルを備える機器で、そ
の動作条件を変更させる処理をコンピュータに実行させるプログラムにおいて、
　上記タッチパネルへの入力操作を検出するステップと、
　上記入力操作の態様に基づき、変更される条件の種類を設定するステップと、
　設定された上記変更条件の種類に応じて、当該変更条件の具体的なパラメータを設定す
るための操作補助画像を上記表示部の画面に表示させるステップと、
　上記操作補助画像が表示される画面に対する入力操作に基づき、当該変更条件のパラメ
ータを変更するステップと、
　を備えることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、条件変更装置、カメラ、携帯機器、およびプログラムに関し、詳しくは、表
示部としてタッチパネルを有し、このタッチパネルの操作状態に応じて動作条件を入力可
能な条件変更装置、カメラ、携帯機器、およびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　タッチパネルの精度や透過性が向上してきており、最近では、デジタルカメラ、音楽プ
レーヤー、あるいは携帯電話等、小型の携帯機器に、タッチパネルが用いられている。こ
れらの携帯機器は多機能化が進んでおり、タッチパネルにおいて種々の条件設定が必要と
され、かつ携帯機器であることから操作性も要求されている。
【０００３】
　タッチパネルをデジタルカメラに利用した例として、例えば、特許文献１がある。この
特許文献１には、カメラボディのグリップ部が把持されていない再生状態では、背面のタ
ッチパネル付き表示部の全面に画像を表示し、グリップ部が把持された撮影状態では、画
面の底部にキーアイコンを表示するデジタルカメラが提案されている。
【０００４】
　また、タッチパネルの操作態様は、画面の所定部分に各項目が表示され、希望する項目
にタッチすると、その項目の条件が実行され、あるいはその項目に対応する新たな画面に
切り換わるものが一般的である。しかし、最近では、タッチパネルの画面上での回転を検
出し、ジョグダイヤル風の操作を可能とし、また、複数個所への同時タッチを検出できる
タッチパネルも開発されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許４１７８４８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述したように、最近では単なるタッチ操作だけではなく、複数動作タッチや回動等、
多様な入力が可能となってきている。このような多様な入力操作を上手に活用することに
より、幅広い入力操作が可能となる。しかし、複数の入力操作の態様を単に盛り込んだだ
けでは、初心者には煩雑な操作に戸惑ってしまい使いづらいものとなってしまうおそれが
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ある。携帯機器は屋外で使用されることが多く、機器自体の使用される態様に、複数の入
力操作をマッチさせる必要がある。
【０００７】
　本発明は、このような事情を鑑みてなされたものであり、タッチパネルからの入力で条
件変更を行う場合、入力操作の態様を使い分けて条件変更を行う条件変更装置、カメラ、
携帯機器、およびプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するため第１の発明に係わる条件変更装置は、機器の動作条件を変更さ
せる条件変更装置において、画像が表示される表示部と、上記表示部に設けられたタッチ
パネルと、上記タッチパネルへの入力操作を検出する検出部と、上記入力操作の態様に基
づき、変更される条件の種類を設定する変更条件設定部と、設定された上記変更条件の種
類に応じて、当該変更条件の具体的なパラメータを設定するための操作補助画像を上記表
示部の画面に表示させる操作画像表示部と、上記操作補助画像が表示される画面に対する
入力操作に基づき、当該変更条件のパラメータを変更するパラメータ変更部と、を備える
。
【０００９】
　第２の発明に係わる条件変更装置は、上記第１の発明において、上記変更条件設定部は
、上記入力操作の態様として、上記タッチパネルに同時に入力される数が１箇所かあるい
は複数個所に応じて、変更条件の種類を設定する。
【００１０】
　第３の発明に係わる条件変更装置は、上記第１の発明において、上記変更条件設定部は
、上記入力操作の態様として、上記タッチパネルに対する片手の指による操作と両手の指
による同時操作の違いに応じて、上記変更条件の種類を切り換えて設定し、上記操作画像
表示部は、片手の指による操作の場合には、上記画面で操作された指側に上記操作補助画
像を表示させ、両手の指による操作の場合には、上記画面の両側に上記操作補助画像を表
示させる。
【００１１】
　第４の発明に係わる条件変更装置は、上記第１の発明において、上記変更条件設定部は
、上記入力操作の態様として、上記タッチパネルに対する両手の指による同時操作が合っ
た場合に、さらに当該両手の指により回動操作が開始されたか否かで上記動作条件の種類
を切り換えて設定し、上記操作画像表示部は、当該両手の指による回動操作が開始された
場合には、上記画面に周状のオブジェクトを上記操作補助画像として表示させる。
【００１２】
　第５の発明に係わる条件変更装置は、上記第１の発明において、上記変更条件設定部は
、上記入力操作の態様が回動操作を含む場合に、当該回動操作の径の大小に応じて、上記
動作条件の種類を切り換えて設定し、上記操作画像表示部は、当該回動操作の径の目安と
なるような２重の周状のオブジェクトを上記操作補助画像として表示させる。
【００１３】
　第６の発明に係わる条件変更装置は、上記第１の発明において、上記変更条件設定部は
、上記入力操作の態様が回動操作を含む場合に、上記画面の当該回動操作の中心位置に応
じて、上記動作条件の種類を切り換えて設定し、上記操作画像表示部は、当該回動操作に
係わる指の位置に応じて上記操作補助画像を表示させる。
　第７の発明に係わる条件変更装置は、上記第６の発明において、上記パラメータ変更部
は、上記回動操作によってパラメータを変更し、上記画面での当該回動操作によって描か
れる円の径に応じて、上記変更するパラメータの量を切り換える。
【００１４】
　第８の発明に係わるカメラは、上記第１乃至７に記載される条件変更装置が搭載され、
上記タッチパネルが筺体の背面に設けられ、上記変更条件設定部は、上記変更条件として
撮影条件を設定し、上記操作画像表示部は、上記操作補助画像をライブビュー画像に重畳



(5) JP 2011-28345 A 2011.2.10

10

20

30

40

50

して表示させる。
【００１５】
　第９の発明に係わる携帯機器は、上記第１乃至７の発明のいずれかの条件変更装置が搭
載されている。
【００１６】
　第１０の発明に係わるプログラムは、画像が表示される表示部と、上記表示部に設けら
れるタッチパネルを備える機器で、その動作条件を変更させる処理をコンピュータに実行
させるプログラムにおいて、上記タッチパネルへの入力操作を検出するステップと、上記
入力操作の態様に基づき、変更される条件の種類を設定するステップと、設定された上記
変更条件の種類に応じて、当該変更条件の具体的なパラメータを設定するための操作補助
画像を上記表示部の画面に表示させるステップと、上記操作補助画像が表示される画面に
対する入力操作に基づき、当該変更条件のパラメータを変更するステップと、を備える。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、タッチパネルからの入力で条件変更を行う場合、入力操作の態様を使
い分けて条件変更を行う条件変更装置、カメラ、携帯機器、およびプログラムを提供する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の第１実施形態に係わるデジタルカメラの構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の第１実施形態に係わるデジタルカメラにおいて、画面をタッチすること
により露出補正を行う様子を示す図である。
【図３】本発明の第１実施形態に係わるデジタルカメラにおいて、画面をタッチすること
によりズーミングを行う様子を示す図である。
【図４】本発明の第１実施形態に係わるデジタルカメラにおいて、画面をタッチすること
により絞り値またはシャッタ速度の変更を行う様子を示す図である。
【図５】本発明の第１実施形態におけるデジタルカメラにおいて、タッチパネルの構成を
示す断面図である。
【図６】本発明の第１実施形態に係わるデジタルカメラのカメラ制御の動作を示すフロー
チャートである。
【図７】本発明の第１実施形態に係わるデジタルカメラの変更条件設定の動作を示すフロ
ーチャートである。
【図８】本発明の第１実施形態に係わるデジタルカメラの露出補正変更設定の動作を示す
フローチャートである。
【図９】本発明の第１実施形態に係わるデジタルカメラのズーム変更設定の動作を示すフ
ローチャートである。
【図１０】本発明の第１実施形態に係わるデジタルカメラの絞り／ＳＳ変更設定の動作を
示すフローチャートである。
【図１１】本発明の第２実施形態に係わるデジタルカメラの変更条件設定の動作を示すフ
ローチャートである。
【図１２】本発明の第３実施形態に係わるデジタルカメラにおいて、画面を回動すること
により条件を入力する様子を示す図である。
【図１３】本発明の第３実施形態に係わるデジタルカメラの変更条件設定の動作を示すフ
ローチャートである。
【図１４】本発明の第４実施形態に係わるデジタルカメラにおいて、画面を両手でタッチ
する位置により入力条件を変更する様子を示す図である。
【図１５】本発明の第４実施形態に係わるデジタルカメラにおいて、画面を両手でタッチ
した場合の指の間隔に応じてリングの径を変更する様子を示す図である。
【図１６】本発明の第４実施形態に係わるデジタルカメラの変更条件設定の動作を示すフ
ローチャートである。
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【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、図面に従って本発明を適用したデジタルカメラを用いて好ましい実施形態につい
て説明する。本発明の好ましい実施形態に係わるデジタルカメラは、撮像部を有し、この
撮像部によって被写体像を画像データに変換し、この変換された画像データに基づいて、
被写体像を本体の背面に配置した表示部にライブビュー表示する。撮影者はライブビュー
表示を観察することにより、構図やシャッタチャンスを決定する。レリーズ時には、静止
画の画像データを記録媒体にすることができる。また、ライブビュー表示の画面をタッチ
することにより、露出補正、ズーミング、シャッタ速度、絞り値等の条件を設定すること
が可能である。
【００２０】
　図１は、本発明の第１実施形態に係わるデジタルカメラの構成を示すブロック図である
。制御部（ＣＰU：Central
Processing Unit）１１は、プログラム／データ記憶部１２に記憶された制御プログラム
に従って動作し、デジタルカメラの全体制御を行う。制御部１１内には、タッチ検出部１
１ａ、変更条件設定部１１ｂ、操作画像表示部１１ｃ、パラメータ変更部１１ｄ、パラメ
ータ制御部１１ｅが設けられている。
【００２１】
　タッチ検出部１１ａは、タッチパネル１３への入力操作を検出する。タッチ検出部１１
ａは、タッチ操作の画面上の位置や時間から、入力操作の態様の種類として、片指タッチ
、両指タッチ、および両指の回動等を検出可能であり、あわせてその位置や長さも検出可
能である。なお、本実施形態においては、タッチとはタッチパネル１３の画面上を指等で
直接接触または画面上で近接し、また接触若しくは近接した状態で指等を回動やスライド
等によって移動させることをいう。
【００２２】
　変更条件設定部１１ｂは、タッチ検出部１１ａによって検出された入力操作の態様に基
づいて、変更される条件の種類を設定する。本実施形態に係わるデジタルカメラにおいて
は、露出補正、ズーミング、絞り値やシャッタ速度（ＳＳ）等について、タッチパネル１
３における入力操作の態様を変更することにより設定可能となっている。
【００２３】
　操作画像表示部１１ｃは、変更条件設定部１１ｂによって設定された変更条件の種類に
応じて、当該変更条件の具体的なパラメータを設定するための操作補助画像を表示部１６
の画面に表示させる。前述したように、本実施形態においては、露出補正、ズーミング、
絞り値やシャッタ速度のいずれかをタッチパネル１３を操作することにより、具体的なパ
ラメータ（例えば、露出補正量、ズームアップやズームダウン、また絞り値やシャッタ速
度）を設定可能である。この場合、何ら指標となるものがないと、ユーザとしては、これ
らのパラメータの設定が困難である。そこで、本実施形態においては、ユーザがパラメー
タの設定を簡単に行えるように、操作補助画像を表示している。なお、操作画像表示部１
１ｃは、プログラム／データ記憶部１２から変更条件に応じて所定の操作補助画像を読み
出し、表示制御部１５に出力し、表示制御部１５によって表示制御を行わせることにより
、操作補助画像の表示を行う。
【００２４】
　パラメータ変更部１１ｄは、変更条件設定部１１ｂからの出力を受け、変更条件設定部
１１ｂによって設定された条件の種類に応じて、個別のパラメータを用意する。設定され
た変更条件の下で、ユーザは表示部１６の画面上の操作補助画像をタッチするので、タッ
チ検出部１１ａがこのときのユーザの入力操作の長さや回動角を検出する。パラメータ変
更部１１ｄは、この入力操作の状態をタッチ検出部１１ａから入力し、設定された変更条
件に応じたパラメータを具体的に変更する。
【００２５】
　パラメータ制御部１１ｅは、ユーザの指示に基づき、各種撮影条件あるいは再生条件の
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パラメータを制御する。ここで、ユーザの指示とは、メニュー画面（不図示）での設定、
操作部１４からの直接設定、およびタッチパネル１３におけるタッチ入力を指す。タッチ
パネル１３からのタッチ入力では、パラメータ制御部１１ｅは、パラメータ変更部１１ｄ
から通知されるパラメータ変更値を受け付け、撮像部２０や画像処理部２１の具体的条件
を変更させる。例えば、撮像部２０であれば、ピント位置、ズーム値、絞り径（絞り値）
、シャッタ速度、露出補正等を設定変更するように制御する。また、画像処理部２１であ
れば、コントラスト、ホワイトバランス、ＩＳＯ感度等を設定変更するように制御する。
なお、本明細書においては、ズーム値、絞り値、シャッタ速度、露出補正を変更する場合
の詳細について後述するが、他のパラメータ変更値についても同様に制御することができ
る。
【００２６】
　プログラム／データ記憶部１２は、前述したように、制御部１１を動作させるためのプ
ログラム、および操作画像表示部１１ｃによって選択された操作補助画像を表示させるた
めの画像データを記憶している。これ以外にも、例えば、カメラ制御用のプログラムや画
面に表示されるアイコンや、メニュー画面用の画像データ、さらには、撮像部２０によっ
て取得した画像データの一時記憶や、カメラ制御のための調整値等、種々のデータを記憶
する。
【００２７】
　表示制御部１５は、撮影時にはライブビュー表示、再生時には再生画像、あるはメニュ
ー画像を表示させる。また、指示に応じてアイコン等をライブビュー画像に重畳させる処
理等を行う。また、表示制御部１５は、操作画像表示部１１ｃの指示によって、プログラ
ム／データ記憶部１２から読み出された操作補助画像を、ライブビュー画像に重畳処理を
行う。表示部１６は、本体の背面に配置された液晶モニタや有機ＥＬ等のディスプレイを
有し、表示制御部１５によって表示制御が行われる。
【００２８】
　タッチパネル１３は、表示部１６と一体、または表示部１６の前面に配置され、ユーザ
の指等が直接接触または接近したことを検出し、検出結果をタッチ検出部１１ａに出力す
る。タッチパネルとしては、抵抗膜方式、静電容量方式、光電センサ方式等、種々の方式
のものがあり、いずれかの方式を採用すれば良い。なお、光電センサ方式を採用したタッ
チパネルについて、図５を用いて後述する。
【００２９】
　操作部１４は、ボタン操作部、レリーズ釦、パワースイッチ、あるいはモード切替釦等
の各種操作釦、操作ダイヤル、操作キー等であり、ユーザがモードやパラメータ等を設定
するための操作部材である。
【００３０】
　制御部１１はバス２６に接続されており、このバス２６には、撮像部２０、画像処理部
２１、圧縮伸張部２２、記録再生部２３、画像記憶部２４、通信部２５が接続されている
。撮像部２０は、被写体像を結像させるための撮影レンズ、被写体像を画像データに変換
するための撮像素子、およびこれらの処理回路、撮影レンズの光路中に介挿された絞りお
よびシャッタ等を含む。撮像部２０によって生成された画像データはバス２６に出力され
る。
【００３１】
　画像処理部２１は、デジタル画像データのデジタル的増幅（デジタルゲイン調整処理）
、色補正、ガンマ（γ）補正、コントラスト補正、ライブビュー表示用画像生成、動画画
像生成等の各種の画像処理を行なう。また圧縮伸張部２２はプログラム／データ記憶部１
２に一時記憶された静止画や動画の画像データをＪＰＥＧやＴＩＦＦ等の圧縮方式により
圧縮し、また表示等のために伸張するための回路である。なお、画像圧縮はＪＰＥＧやＴ
ＩＦＦに限らず、他の圧縮方式も適用できる。
【００３２】
　記録再生部２３は、圧縮伸張部２２において圧縮された画像データを画像記憶部２４に
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記憶し、また、画像記憶部２４に記憶された撮影画像の画像データを読み出し、圧縮伸張
部２２において伸張し、この伸張した画像データを再生表示する。画像記憶部２４はデジ
タルカメラ本体に内蔵、または装填可能な画像データの記録媒体である。通信部２５は、
外部装置に画像データ等を送信、または受信する。
【００３３】
　次に、図２を用いて、表示部１６と一体化された光電センサタイプのタッチパネル１３
の構造について説明する。図２（ａ）はユーザの指がタッチパネル１３に接近している場
合の、また図２（ｂ）はユーザの指がタッチパネル１３に直接接触した場合の、タッチパ
ネル１３および表示部１６の断面の模式図である。このタッチパネルは、図２（ａ）に示
すように、液晶部１００内に光センサ１０４が所定の間隔で２次元的に配列されており、
液晶部１００の背面にはバックライト１０２が設けられている。
【００３４】
　バックライト１０２からの照射光１０６ａは、ユーザの指９０に反射されない場合には
、図２（ａ）に示すように、そのまま外部に発散していく。また、ユーザの指９０がタッ
チパネル１３から少し離れ、近接している場合には、図２（ａ）に示すように、照射光１
０６ｂは指９０で反射され、その反射光の一部は光センサ１０４によって検出される。
【００３５】
　さらに、ユーザの指８１がタッチパネル８ｂに近づくと、図２（ｂ）に示すように、バ
ックライト１０２からの照射光１０６ｂが、指９０によって反射され、光センサ１０４に
よって検出される。光センサ１０４の検出結果は、タッチ検出部１１ａに送出され、いず
れの光センサ１０４が指９０からの反射光を検出したかによって、指のタッチ位置を検出
し、またタッチ位置の時系列的変化に基づいて指の動きを検出することができる。
【００３６】
　次に、図３ないし図５を用いて、タッチパネル１３への操作態様を変えることにより、
露出補正やズーミング等、撮影条件を変更する方法について、説明する。本実施形態にお
いては、画面５０の右側を片手タッチすることにより露出補正の変更を、画面５０の両側
を両手タッチし、かつ回動操作を行うことにより焦点距離の変更（ズーミング）を、画面
５０の両側を両手タッチし、かつスライド操作を行うことにより、絞りまたはシャッタ速
度の変更を行う。
【００３７】
　図３は、デジタルカメラを片手で構えたユーザが露出補正の補正量を変更する場合を示
している。すなわち、カメラは撮影モードに設定されており、表示部１６の画面５０には
ライブビュー画像が表示されている。このときのライブビュー画像は、室内の中央に人物
５２ａが位置しており、背景には室外の風景５２ｂが広がっている。この状態では、中央
にいる人物５２ａは暗く、露出アンダーであるのに対して、背景５２ｂは適正露光となっ
ている。
【００３８】
　一般的には、中央に位置している人物５２ａに対して適正露光となるように露出補正を
行う場合が多い。そこで、ユーザが画面５０の右サイドを片手タッチすると、図３（ａ）
に示すように、画面５０の右サイドの位置に縦長の両矢印の形状で露出補正バー６０が表
示される。本実施形態においては、画面右サイドへのタッチ操作により、対応する変更条
件として露出補正が設定されるように予め定められているものとしている。
【００３９】
　タッチパネル１３から検知信号を入力したタッチ検出部１１ｃによって、右位置でタッ
チされたことを検出すると、変更条件設定部１１ｂによる、変更条件の種類を「露出」に
設定する。また、変更条件設定部１１ｂによって「露出」を設定すると、操作画像表示部
１１ｃは、ユーザの露出補正操作を補助するための操作補助画像として、露出補正バー６
０の表示を指示し、プログラム／データ記憶部１２から露出補正バー６０の画像データを
読み出す。この読み出された露出補正バー６０の画像データは、表示制御部１５に送られ
、露出補正バー６０が、ライブビュー画像に重畳表示される。また、パラメータ変更部１
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１ｄでは、撮影条件項目の中の露出補正を変更条件として設定する。なお、本実施形態に
おいては、露出補正バー６０は、画面５０上でタッチした位置に応じて表示しているが、
これに限らず、例えば、タッチ位置に係わらず固定の位置としても良い。
【００４０】
　図３（ａ）に示すように、露出補正バー６０をライブビュー画像に重畳表示すると、ユ
ーザは露出補正を行いたい方向に露出補正バー６０に沿って指をスライドさせればよい。
タッチ検出部１１ａは、このスライド操作の方向を検知し、パラメータ変更部１１ｄにこ
の検知結果を通知する。パラメータ変更部１１ｄは、スライド操作の方向が上向きであっ
た場合には露出補正値をプラス方向に変更し、スライド操作の方向が下向きであった場合
には露出補正値をマイナス方向に変更する。なお、露出補正バー６０には、露出補正の方
向が分かり易く表示するために、「＋」や「－」を併せて表示するようにしても良い。
【００４１】
　パラメータ変更部１１ｄから変更の通知を受け、パラメータ制御部１１ｅは撮像部２０
の輝度のゲインを補正する。その結果、図３（ｂ）に示すように、ライブビュー画像にお
いて、画面中央の人物５２ａは明るくなり、鮮明に表示される。一方、画面周辺の背景５
２ｂは、露出オーバとなり、やや白とびの状態となる。なお、露出補正としては、撮像部
２０の絞り値やシャッタ速度を変化させるようにしても勿論かまわない。
【００４２】
　なお、本実施形態においては、パラメータ制御部１１ｅによって、撮像部２０に関する
条件が変更されていたが、設定される変更条件の種類によっては、画像処理部２０の条件
が変更されるようにしてもよい。また、露出補正量は、スライド回数あるいはスライドの
位置で決めるようにする。スライド回数で決める場合には、例えば、上方向に１回、スラ
イドした場合には、＋０．５段とし、３回、スライドした場合には１．５段、明るくなる
ようにする。スライドの位置で決める場合には、例えば、一番上の位置を＋２段とする。
【００４３】
　次に、図４を用いて、デジタルカメラを両手で構えたユーザが焦点距離を変更する場合
（ズーミング）を説明する。画面５０の左右が両手タッチされており、かつ両指で回動操
作が行われたことを、タッチ検出部１１ａが検出すると、変更条件設定部１１ｂが変更条
件の種類としてズーミングを設定する。次いで、操作画像表示部１１ｃが、図４（ａ）に
示すように、操作補助画像として画面５０上に左右のタッチ位置を楕円の長円とするよう
な楕円形上の図形、リング６１を表示する。なお、画面５０の左右がタッチされていても
、左右いずれか片方の指だけが動かされた場合には、後述する絞り／ＳＳ設定と判定され
、ズーミングの設定は行われない。つまり、両指が画面５０上に置かれた状態では、続く
指の動きによって２つの選択肢があることから操作補助画像は表示されない。
【００４４】
　ユーザが操作補助画像としてのリング６１に沿って両指をタッチで回動操作すると、タ
ッチ検出部１１ａは回動操作の回動方向を検知し、検知された回動方向をパラメータ変更
部１１ｄに通知する。回動方向が時計方向であった場合には、パラメータ変更部１１ｄは
ズームパラメータをアップする指示をパラメータ制御部１１ｅに通知する。一方、回動方
向が反時計方向であった場合には、ズームパラメータをダウンする指示をパラメータ制御
部１１ｅに通知する。
【００４５】
　パラメータ制御部１１ｅはズームパラメータをアップする指示を受けると、撮像部２０
の光学系の焦点距離を長焦点側に変更し、ズームレンズがズームアップ（長焦点側）する
方向に移動される。ズームアップとすると、図４（ｂ）に示すように、被写体が拡大して
表示される。一方、ズームパラメータをダウンする指示を受けると、撮像部２０の光学系
の焦点距離を短焦点側に変更し、ズームレンズがズームダウン（短焦点側）する方向に移
動される。ここで、ズームアップまたはズームダウンの量は、タッチ検出部１１ａによっ
て検出された回動角度に応じて設定される。例えば、＋９０度回動された場合には２倍、
－９０度回動された場合には１／２倍のように焦点距離を変更してもよい。なお、リング
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６１の表示として、上述のような静止したままの表示だけでなく、指の位置に応じて楕円
上に輝点を表示させ、この輝点を指の回動に合わせて楕円の軌道上を回動するような表示
にしてもよい。この場合、ズームレンズの焦点距離が長焦点端または短焦点端まで達した
状態では、輝点の運動を停止させることにより、指による回転が無効になったことを告知
することもできる。
【００４６】
　また、ズーム処理の変形例として、パラメータ制御部１１ｅの指示によって、画像処理
部２１内の電子ズーム処理部によって、全体画像から所定範囲の一部の画像をトリミング
処理するようにしてもよい。つまり、撮影ズームの条件変更は、撮影レンズの焦点距離の
変更または電子ズームのオン／オフ（倍率変更）のいずれか、またはその組み合わせのい
ずれでもよい。
【００４７】
　本実施形態においては、ズーミング操作用の操作補助画像としてリング形状の画像を採
用しているが、これは以下の理由による。一眼レフカメラでは、従来よりズーム操作は交
換レンズのズーム環の回動操作によって実行されており、リングの操作補助画像からズー
ムを連想しやすい。また、カメラでは、ズームとリングには関連性があるので、ズーム値
変更用の操作補助画像にリング形状の画像を用いることにより識別性を向上させることが
できる。
【００４８】
　次に、図５を用いて、デジタルカメラを両手で構えたユーザが絞り値またはシャッタ速
度（ＳＳ）を変更する場合について説明する。画面５０の左右が両手タッチされており、
かつ左右のいずれか片方の指だけでスライド操作が行われたことを、タッチ検出部１１ａ
が検出すると、変更条件設定部１１ｂが変更条件の種類として絞り／ＳＳ（シャッタ速度
）を設定する。
【００４９】
　絞り／ＳＳの条件変更では、絞り値は撮像部２０に内蔵されているメカ絞りの開口径が
対応する絞りアクチュエータによって調整される。また、シャッタ速度は、撮像部２０に
メカシャッタが内蔵されている場合には、メカシャッタの駆動アクチュエータのタイミン
グで制御され、また撮像部２０にメカシャッタが内蔵されていない場合には、撮像素子で
あるＣＣＤやＣＭＯＳの素子シャッタのシャッタ速度として制御される。
【００５０】
　変更条件設定部１１ｂによって絞り／ＳＳが設定されると、操作画像表示部１１ｃは、
図５（ａ）に示すように、画面５０の左側の上方にＴＶアイコン６２ａを、またこの下方
にＡＶアイコン６２ｂを、操作補助画像として表示させる。ＴＶと表示されるＴＶアイコ
ン６２ａは、シャッタ速度の変更用のアイコンであり、ＡＶと表示されるＡＶアイコン６
２ｂは絞り値の変更用のアイコンである。いずれかタッチされた方のアイコンが選択され
る。
【００５１】
　また、図５（ａ）に示すように、画面５０の右側には、操作画像表示部１１ｃによって
、スライドバー６２ｃが表示される。このスライドバー６２ｃは上下に長い矢印形状であ
り、絞り／ＳＳのいずれか選択されたパラメータを変更するための操作補助画像である。
本実施形態においては、ＴＶアイコン６２ａ、ＡＶアイコン６２ｂ、スライドバー６２ｃ
は、タッチされた位置に表示する。但し、これに限らず、左右の決められた位置に表示さ
せるようにしても勿論かまわない。
【００５２】
　図５（ｂ）に示すように、ユーザが左手の指でＴＶアイコン６２ｂをタッチしたことを
、タッチ検出部１１ａが検出し、これをパラメータ変更部１１ｄに通知すると、パラメー
タ変更部１１ｄは、変更条件として絞り変更を設定する。次に、ユーザが右手の指でスラ
イドバー６２ｃに沿って上側にスライド操作したことをタッチ検出部１１ａが検出し、こ
れをパラメータ変更部１１ｄに通知すると、パラメータ変更部１１ｄは、絞り値として、
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例えば、Ｆ２．８を設定する。この設定された絞り値は、画面５０内の絞り／ＳＳ表示部
６２ｄに表示される。パラメータ変更部１１ｄにおいて設定された絞り値は、パラメータ
制御部１１ｅに通知され、パラメータ制御部１１ｅの指示によって、撮像部２０の絞りが
、Ｆ２．８に変更される。
【００５３】
　このように、本実施形態においては、タッチパネル１３への操作態様の相違によって、
変更される条件の種類を変えることができる。このため、小さな画面のタッチパネルであ
っても、変更する条件種類の選択が容易になり、特に携帯機器のタッチパネルに有効であ
る。従来のように、小さな表示部のメニュー画面において項目を選択する煩わしさを解消
することができる。
【００５４】
　次に、図６ないし図１０に示すフローチャートを用いて第１実施形態に係わるデジタル
カメラの動作を説明する。図６はカメラ制御のフローを示す。デジタルカメラに電源電池
が装填されると、このカメラ制御のフローが開始し、まず、電源オンか否かの判定を行う
（Ｓ１１）。このステップでは操作部１４中のパワースイッチの操作状態を検出し、この
パワースイッチがオンか否かの判定を行う。
【００５５】
　ステップＳ１１における判定の結果、電源がオンでなかった場合、すなわち、電源オフ
の場合には、スタンバイ状態となる（Ｓ１２）。このスタンバイ状態は、低消費電力モー
ドであり、パワースイッチ等、特定の操作スイッチの状態のみを検知し、他の制御を停止
した状態である。スタンバイ状態を脱すると、ステップＳ１１に戻る。
【００５６】
　ステップＳ１１における判定の結果、電源オンであった場合には、次に、撮影モードか
否かの判定を行う（Ｓ１３）。撮影モードは、被写体像を観察し、構図を決め、シャッタ
レリーズすることにより撮影画像を記録することのできるモードである。この判定の結果
、撮影モードであった場合には、ライブビュー画像の表示を行う（Ｓ２１）。ここでは、
撮像部２０によって取得された画像データに基づいて、被写体像を表示部１６にライブビ
ュー表示する。
【００５７】
　ライブビュー画像の表示を行うと、次に、変更条件の設定を行う（Ｓ２２）。このステ
ップでは、図３ないし図５を用いて説明したように、ユーザが画面５０をタッチし、また
タッチで回動操作やスライド操作を行うことにより、露出補正やズーミング等、種々の撮
影条件の変更の設定を行う。この変更条件設定の詳しいフローについては、図７を用いて
後述する。
【００５８】
　変更条件の設定を行うと、次に、撮影指示があったか否かの判定を行う（Ｓ２３）。こ
のステップでは、操作部１４中のレリーズ釦が操作されたか否かを判定する。この判定の
結果、撮影指示がなかった場合には、ステップＳ１１に戻る。一方、撮影指示があった場
合には、撮影および記録処理を行う（Ｓ２４）。ここでは、撮像部２０で取得した画像デ
ータを画像処理部２１によって画像処理し、さらに圧縮伸張部２２によって圧縮した後、
記録再生部２３によって画像記憶部２４に記録を行う。
【００５９】
　撮影および記録処理を行うと、次に、電源オフ操作か否かの判定を行う（Ｓ２５）。こ
こでは、パワースイッチがオフ操作されたか否かを判定する。この判定の結果、オフ操作
がされていなかった場合には、ステップＳ１１に戻る。一方、電源オフ操作がされた場合
には、パワーオフ処理を行い、エンド状態となる。
【００６０】
　ステップＳ１３における判定の結果、撮影モードでなかった場合には、次に、再生か否
かの判定を行う（Ｓ１４）。ここでは、操作部１４中の再生釦の操作状態に基づいて判定
する。この判定の結果、再生であった場合には、次に、画像の再生を行う（Ｓ１６）。画
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像再生は、画像記憶部２４に記録されている撮影画像の画像データを読み出し、圧縮伸張
部２２において伸張した後、表示部１６に表示する。
【００６１】
　画像再生を行うと、次に、画像変更指示があるか否かの判定を行う（Ｓ１７）。ユーザ
が鑑賞する画像の変更を望む場合には、操作部１４の操作部材を用いて画像の変更を指示
するので、このステップではこの操作部材が操作されたか否かを判定する。この判定の結
果、画像変更指示がなければ、前述のステップＳ２５に進む。一方、画像変更指示があれ
ば、この指示に従って画像変更を行う（Ｓ１８）。ここでは、指示された画像を表示部１
６に表示する。
【００６２】
　ステップＳ１４における判定の結果、再生でなかった場合には、画像通信を行う（Ｓ１
５）。ここでは、画像記憶部２４に記録されている撮影画像の画像データを、通信部２５
を介して、パーソナルコンピュータ等の外部機器に送信、または外部機器から画像データ
を受信する。画像通信が終わると、ステップＳ２５に進む。
【００６３】
　次に、ステップＳ２２における変更条件設定の動作について、図７に示すフローチャー
トを用いて説明する。変更条件設定の動作に入ると、まず、タッチは右１箇所か否かの判
定を行う（Ｓ３１）。ここでは、タッチ検出部１１ａによってタッチパネル１３からの検
知結果を入力し、表示部１６の画面５０の右１箇所がタッチされているか否かの判定を行
う。左右それぞれ１箇所タッチされていた場合には、ここではＮｏと判定される。
【００６４】
　ステップＳ３１における判定の結果、タッチが右１箇所であった場合には、次に、露出
補正変更設定を行う（Ｓ３２）。ここでは、図３を用いて説明したように、ユーザの入力
操作に応じて、露出補正量の変更を設定する。この露出補正変更設定のサブルーチンにつ
いては、図８を用いて後述する。露出補正変更設定を実行すると、元のフローに戻る。
【００６５】
　ステップＳ３１における判定の結果、タッチが右１箇所でなかった場合には、次に、タ
ッチは左右１箇所づつか否かの判定を行う（Ｓ３３）。ここでは、タッチ検出部１１ａに
よってタッチパネル１３からの検知結果を入力し、表示部１６の画面５０の右１箇所およ
び左１箇所が同時にタッチされているか否かの判定を行う。この判定の結果、左右１箇所
づつタッチされていなかった場合には、元のフローに戻る。
【００６６】
　ステップＳ３３における判定の結果、左右１箇所づつタッチされていた場合には、次に
、左右で回動操作か否かの判定を行う（Ｓ３４）。ステップＳ３３における判定の結果、
Ｙｅｓの場合にはユーザがデジタルカメラを両手で構えている状態であり、このステップ
Ｓ３４においてはさらに両手の指でそれぞれ回動操作するように画面５０をタッチしたか
否かを、タッチ検出部１１ａによって判定する。
【００６７】
　ステップＳ３４における判定の結果、左右で回動操作がなされた場合には、ズーム変更
設定を行う（Ｓ３５）。ここでは、図４を用いて説明したように、ユーザの回動操作状態
に応じて、焦点距離の設定の変更、すなわち、ズーミングを行う。このズーム変更設定の
サブルーチンについては、図９を用いて後述する。ズーム変更設定を実行すると、元のフ
ローに戻る。
【００６８】
　ステップＳ３４における判定の結果、左右で回動操作を行っていなかった場合には、次
に、左右のいずれかでスライド操作か否かの判定を行う（Ｓ３６）。ステップＳ３３にお
ける判定の結果、Ｙｅｓの場合にはユーザがデジタルカメラを両手で構えている状態であ
り、ステップＳ３４における判定の結果、両手の指でそれぞれ回動操作を行っていなかっ
たことから、このステップでは、左右の指のいずれかで画面５０をスライドするようにタ
ッチしたか否かを、タッチ検出部１１ａによって判定する。
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【００６９】
　ステップＳ３６における判定の結果、左右のいずれかでスライド操作を行っていなかっ
た場合には、元のフローに戻る。一方、判定の結果、左右のいずれかでスライド操作を行
っていた場合には、次に、絞り／ＳＳ変更設定を行う（Ｓ３７）。ここでは、図５を用い
て説明したように、ユーザの左手の指によって選択された絞りまたはシャッタ速度につい
て、右手の指によるスライド操作状態に応じて、絞り値またはシャッタ速度の設定の変更
を行う。この絞り／ＳＳ変更設定のサブルーチンについては、図１０を用いて後述する。
絞り／ＳＳ変更設定を実行すると、元のフローに戻る。
【００７０】
　次に、ステップＳ３２(図７参照)における露出補正変更設定のサブルーチンについて、
図８に示すフローチャートを用いて説明する。露出補正変更設定のフローに入ると、まず
、露出補正を変更条件に設定する（Ｓ４１）。ここでは、変更条件設定部１１ｂによって
、変更条件として露出補正が設定される。
【００７１】
　続いて、操作補助画像としてタッチ位置に露出補正バーを表示する（Ｓ４２）。図３（
ａ）に示したように、操作画像表示部１１ｃは、画面５０上であってユーザのタッチ位置
に露出補正バー６０を表示させる。続いて、バー近傍でスライド操作を検出したか否かの
判定を行う（Ｓ４３）。ここでは、タッチ検出部１１ａによって露出補正バー６０の近傍
で、ユーザの指が上下方向にタッチしているか否かを検出する。
【００７２】
　ステップＳ４３における判定の結果、スライド操作を検出しなかった場合には、ステッ
プＳ４１に戻る。一方、スライド操作を検出した場合には、次に、スライド量に応じて露
出補正のパラメータを変更する（Ｓ４４）。ここでは、タッチ検出部１１ａによって検出
されたスライド量に応じて、パラメータ変更部１１ｄによって露出補正量を変更する。
【００７３】
　露出補正のパラメータを変更すると、次に、パラメータ制御部１１ｅによって、撮像部
２０の輝度のゲインを変更する（Ｓ４５）。露出補正量を変更すると、図３（ａ）に示す
人物５２ａは、図３（ｂ）に示すように明るくなり、鮮明に表示される。一方、画面周辺
の背景５２ｂは、露出オーバとなり、やや白とびの状態となる。なお、撮像部２０のゲイ
ンを変更する以外にも、前述したように、撮像部２０の絞り値やシャッタ速度を変化させ
るようにしても勿論かまわない。ゲインを変更すると、元のフローに戻る。
【００７４】
　次に、ステップＳ３５(図７参照)におけるズーム変更設定のサブルーチンについて、図
９に示すフローチャートを用いて説明する。ズーム補正変更設定のフローに入ると、まず
、ズーム補正を変更条件に設定する（Ｓ５１）。ここでは、変更条件設定部１１ｂによっ
て、変更条件としてズームが設定される。
【００７５】
　続いて、操作補助画像としてタッチ位置にリングを表示する（Ｓ５２）。図４（ａ）に
示したように、操作画像表示部１１ｃは、画面５０上であってユーザの両手の指による２
つのタッチ位置を長円とするリング６１を表示させる。続いて、回動は右回りか否かの判
定を行う（Ｓ５３）。ここでは、タッチ検出部１１ａによってリング６１の楕円の周囲で
、ユーザの指が楕円に沿って右回り(時計回り)にタッチしているか否かを検出する。
【００７６】
　ステップＳ５３における判定の結果、回動は右回りであった場合には、次に、パラメー
タ変更部１１ｄがズームパラメータをアップする変更を行う（Ｓ５４）。一方、回動が右
回りでなかった場合、すなわち、左回りであった場合には、パラメータ変更部１１ｄがズ
ームパラメータをダウンする変更を行う（Ｓ５５）。
【００７７】
　ステップＳ５４またはＳ５５においてズームパラメータの変更を行うと、次に、撮像部
２０の焦点距離を変更する（Ｓ５６）。ここでは、パラメータ制御部１１ｅによって、撮
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像部２０の光学系の焦点距離をパラメータ変更部１１ｄによって設定されたズームアップ
またはズームダウンの方向に変更する。なお、このときのズームアップ量またはズームダ
ウン量は、前述したように、タッチ検出部１１ａによって検出された回動角度に応じて設
定される。撮像部の焦点距離を変更すると、元のフローに戻る。
【００７８】
　次に、ステップＳ３７(図７参照)における絞り／ＳＳ変更設定のサブルーチンについて
、図１０に示すフローチャートを用いて説明する。絞り／ＳＳ変更設定のフローに入ると
、まず、絞り／ＳＳを変更条件に設定する（Ｓ６１）。ここでは、変更条件設定部１１ｂ
によって、変更条件として絞りとシャッタ速度が設定される。
【００７９】
　続いて、操作補助画像として左右の位置に表示する（Ｓ６２）。図５（ａ）に示したよ
うに、操作画像表示部１１ｃは、画面５０上の左側のタッチ位置にＴＶアイコン６２ａと
ＡＶアイコン６２ｂを表示し、右側のタッチ位置にスライドバー６２ｃを表示させる。続
いて、ＡＶ選択を行ったか否かの判定を行う（Ｓ６３）。ここでは、タッチ検出部１１ａ
によってＡＶアイコン６２ｂの近傍をタッチしたか否かを検出する。
【００８０】
　ステップＳ６３における判定の結果、ＡＶ選択であった場合には、変更条件設定部１１
ｂは絞りを変更条件に設定する（Ｓ６４）。一方、判定の結果、ＡＶ選択でなかった場合
、すなわちＴＶアイコン６２ａが選択されていた場合には、変更条件設定部１１ｂはＳＳ
（シャッタ速度）を変更条件に設定する（Ｓ６５）。
【００８１】
　ステップＳ６４またはＳ６５において変更条件を設定すると、次に、右スライド移動を
検出したか否かの判定を行う（Ｓ６６）。ここでは、タッチ検出部１１ａによってスライ
ドバー６２に沿ってユーザの指が画面５０をタッチしていないかを判定する。この判定の
結果、右スライド移動を検出しなかった場合には、元のフローに戻る。
【００８２】
　一方、ステップＳ６６における判定の結果、右スライド移動を検出した場合には、次に
、スライド量に応じてパラメータを変更する（Ｓ６７）。ここでは、タッチ検出部１１ａ
によって検出されたスライド量に応じて、パラメータ変更部１１ｄは絞り値またはシャッ
タ速度（ＳＳ）を変更する。続いて、変更されたパラメータを表示する（Ｓ６８）。ここ
では、前述したように、絞り／ＳＳ表示部６２ｄ（図５(ｂ)参照）に表示するので、ユー
ザはその変更された絞り値やシャッタ速度を確認することができる。
【００８３】
　次に、撮像部の所定のパラメータを変更する（Ｓ６９）。ここでは、パラメータ制御部
１１ｅは、絞りまたはシャッタ速度のパラメータ(制御値)の変更を行う。続いて、撮像部
２０の条件を変更する（Ｓ７０）。ここでは、撮像部２０の絞り値またはシャッタ速度値
を変更された値に置き換え、シャッタレリーズ時には、この変更値に従って制御する。撮
像部の条件を変更すると、元のフローに戻る。
【００８４】
　以上、説明したように本発明の第１実施形態においては、タッチパネル１３へのタッチ
の状態に応じて、いずれの条件、例えば露出補正値、ズーム値等を変更するかを簡単に設
定することができる。このため、小さな画面のタッチパネルであっても、画面が煩雑にな
ることがない。
【００８５】
　また、本実施形態においては、変更された条件に応じて、操作補助画像を表示している
。このため、ユーザは操作補助画像に沿ってパラメータの設定を簡単に行うことができる
。
【００８６】
　なお、本実施形態においては、ズーム変更設定を行う際に、画面５０の左右１箇所づつ
タッチしており、かつ左右で同時に回動操作を行っている場合に、この設定を行っていた
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。しかし、左右１箇所づつタッチしていれば、左右同時に回動操作を行っていなくても、
いずれか一方で回動操作を行っている場合にズーム変更設定を行うようにしても勿論かま
わない。この場合には、ステップ３４(図７参照)は、「左右いずれかで回動操作か？」を
判定すれば良い。
【００８７】
　次に、本発明の第２実施形態について、図１１を用いて説明する。第１実施形態におい
ては、両手の各指を画面５０上に置いても、次に操作するまでは、ズームなのか、絞り／
ＳＳなのかは、次の操作を行うまで決まっていなかった。しかし、第２実施形態において
は、ズームと絞り／ＳＳのいずれであるかは、タッチの最初の態様で区別することができ
る。第２実施形態における構成は、第１実施形態と同様であり、フローチャートも図７に
示した変更条件設定のフローチャートを図１１に示すフローチャートに変更する点以外は
、第１実施形態と同様である。そこで、相違点を中心に説明する。
【００８８】
　図１１に示す変更条件設定のフローに入ると、まず、タッチは右１箇所か否かの判定を
行う（Ｓ７１）。ここでは、タッチ検出部１１ａによって、ステップＳ３１と同様、画面
５０の右１箇所がタッチされているか否かの判定を行う。この判定の結果、タッチは右１
箇所であった場合には、Ｓ３２と同様、露出補正変更設定を行う（Ｓ７２）。この露出補
正変更のフローは、図８に示した第１実施形態におけるフローと同じであるので説明は省
略する。露出補正変更の設定を実行すると、元のフローに戻る。
【００８９】
　ステップＳ７１における判定の結果、タッチが右１箇所でなかった場合には、次に、タ
ッチは左１箇所か否かの判定を行う（Ｓ７３）。ここでは、タッチ検出部１１ａによって
、画面５０の左１箇所がタッチされているか否かの判定を行う。この判定の結果、左１箇
所がタッチされていた場合には、次に、ステップＳ３７と同様に、絞り／ＳＳ変更設定を
行う（Ｓ７４）。この絞り／ＳＳ変更のフローは、図１０に示した第１実施形態における
フローと同じであるので説明は省略する。絞り／ＳＳ変更の設定を実行すると、元のフロ
ーに戻る。
【００９０】
　ステップＳ７３における判定の結果、タッチが左１箇所でなかった場合には、次に、ス
テップＳ３３と同様に、タッチは左右１箇所づつか否かの判定を行う（Ｓ７５）。ここで
は、タッチ検出部１１ａによって同時に左右１箇所づつタッチされているかを判定する。
この判定の結果、左右１箇所づつタッチされていなかった場合には、元のフローに戻る。
一方、判定の結果、左右１箇所づつタッチされていた場合には、ステップＳ３５と同様に
、ズーム変更設定を行う（Ｓ７６）。このズーム変更のフローは、図９に示した第１実施
形態におけるフローと同じであるので説明は省略する。ズーム変更の設定を実行すると、
元のフローに戻る。
【００９１】
　以上、説明したように本発明の第２実施形態においては、ズームと絞り／ＳＳの変更に
ついて、タッチの最初の態様で区別することができる。すなわち、ステップＳ７３におい
てタッチが左１箇所であった場合には、直ちに、絞り／ＳＳ変更設定を実行し、また左１
箇所でなかった場合には、左右１箇所づつ同時にタッチされていることを確認してからズ
ーム変更設定を実行するようにしている。このため、次の操作に迅速に移行することがで
きる。
【００９２】
　次に、本発明の第３実施形態について、図１２および図１３を用いて説明する。第１実
施形態においては、リング６１は一重としズームを変更条件に設定していた。第３実施形
態においては、異なる径のリングを操作補助画像として表示し、それぞれ異なる条件を変
更できるようにしている。第３実施形態における構成は、第１実施形態と同様であり、フ
ローチャートも図７に示した変更条件設定のフローチャートを図１３に示すフローチャー
トに変更する点以外は、第１実施形態と同様である。そこで、相違点を中心に説明する。
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【００９３】
　図１３に示すフローチャートの説明を行う前に、図１２を用いて本実施形態におけるリ
ング表示の例を用いて条件の変更の仕方について説明する。図１２（ａ）は、画面５０の
左右の端の方に指が置かれ、操作画像表示部１１ｃによって外周リング６３ａと内周リン
グ６３ｂが画面５０に表示され、ユーザの両手の指がそれぞれ外周リング６３ａに沿って
回動するようにタッチしている様子を示している。
【００９４】
　このとき、画面５０の左右に破線で示す指９０ａが置かれ、外周リング６３ａ上に沿っ
て、時計方向であるｐ方向に向けて動いた場合であって、言い換えると、実線で示す指９
０ｂへの位置に向けて移動した場合であって、かつ、左右の指が画面５０の端部（左右と
もＸ１の範囲内）にある場合には、変更条件設定部１１ｂによって、変更条件はズームの
変更に設定される。なお、上述のＸ１は、例えば、画面全幅の１／６程度の数値であれば
良いが、画面のアスペクト比等に応じて適宜変更しても良い。
【００９５】
　タッチ検出部１１ａは、このときの回動量を検出し、この回動操作の角度によって、パ
ラメータ変更部１１ｄによってズームパラメータがアップするように変更され、パラメー
タ制御部１１ｅによって撮像部２０の焦点距離が長焦点に移動するように制御される。ま
た、指９０ａが、外周リング６３ａに沿って反時計方向に回動するように、タッチしなが
ら移動すると、このときの回動操作の角度によってズームパラメータがダウンするように
変更される。パラメータ制御部１１ｅによって撮像部２０の焦点距離が短焦点に移動する
ように制御される。
【００９６】
　図１２（ｂ）は、画面５０の内周リング６３ｂ上に両手の指が置かれ、それぞれ内周リ
ング６３ｂに沿って回動するようにタッチしている様子を示している。最初に左右の指が
置かれた位置が、前述のＸ１よりもそれぞれ内側に位置で、回動操作が開始されたことが
検出されると、変更条件設定部１１ｂによって、変更条件はピント位置の変更操作と設定
される。
【００９７】
　タッチ検出部１１ａは、このときの回動方向と回動量を検出し、この回動方向が時計方
向(右回り、図中ｐ方向)であった場合には、パラメータ変更部１１ｄによって、ピントの
パラメータが近距離に設定され、回動操作の角度によって、近距離値に変更される。また
、回動方向が反時計方向（左回り、図中のｐ方向と反対の方向）の場合には、パラメータ
変更部１１ｄによってピントのパラメータが遠距離に設定され、回動操作の角度によって
遠距離値に変更される。
【００９８】
　パラメータ制御部１１ｅは、パラメータ変更部１１ｄによって設定された近距離および
近距離値に従って、または遠距離および遠距離値に従って撮像部２０のピントレンズを近
距離側または遠距離側に移動を行う。
【００９９】
　次に、図１３に示すフローチャートを用いて、本実施形態における変更条件設定の動作
を説明する。本実施形態における変更条件設定は、第１実施形態における図７に示した変
更条件設定のフローにおいて、ステップＳ３１～Ｓ３４、Ｓ３６、Ｓ３７は同一であるこ
とから、同一の処理を行うステップについては同一のステップ番号を付し、詳しい説明を
省略する。
【０１００】
　図１３に示す変更条件設定のフローに入り、ステップＳ３４において、左右で回動操作
がなされたか否かを判定し、左右で回動操作がなされていた場合には、次に、ズーム／ピ
ントを変更条件に設定する（Ｓ８１）。すなわち、タッチ検出部１１ａによって画面５０
の左右を同時にタッチされていたことを検出すると、変更条件設定部１１ｂによってズー
ム／ピントを変更条件に設定する。
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【０１０１】
　続いて、操作補助画像として２重のリング表示を行う（Ｓ８２）。ここでは、操作画像
表示部１１ｃによって、表示部１６の画面５０上に外周リング６３ａおよび内周リング６
３ｂを表示させる。次に、最初のタッチ位置は外周か否かの判定を行う（Ｓ８３）。ここ
では、タッチ検出部１１ａによって最初のタッチ位置を検出し、この位置がＸ１の範囲内
か否か判定する。このＸ１の範囲内にあれば、外周にあると判定される。
【０１０２】
　ステップＳ８３における判定の結果、最初のタッチ位置が外周にあった場合には、変更
条件設定部１１ｂにズームを変更条件に設定する（Ｓ８４）。続いて、回動は右回りか否
かを判定する（Ｓ８５）。ここでは、タッチ検出部１１ａの検出結果に基づいて判定する
。この判定の結果、右回りであった場合には、パラメータ変更部１１ｄによって焦点距離
を長くなるように変更する（Ｓ８６）。一方、ステップＳ８５における判定の結果、右回
りでなかった場合、すなわち左回りであった場合には、パラメータ変更部１１ｄによって
焦点距離を短くなるように変更する（Ｓ８７）。
【０１０３】
　ステップＳ８６またはＳ８７において、焦点距離の変更を行うと、次に、撮像部２０の
焦点距離を変更する（Ｓ８８）。ここでは、パラメータ制御部１１ｅによって、撮像部２
０のズームレンズを、パラメータ変更部１１ｄによる変更結果に従って、長焦点側または
短焦点側に移動する。撮像部の焦点距離の変更を実行すると、元のフローに戻る。
【０１０４】
　ステップＳ８３における判定の結果、最初のタッチ位置は外周でなかった場合、すなわ
ち、内周であった場合には、次に、変更条件設定部１１ｂにピントを変更条件に設定する
（Ｓ９１）。続いて、回動は右回りか否かを判定する（Ｓ９２）。ここでは、タッチ検出
部１１ａの検出結果に基づいて判定する。この判定の結果、右回りであった場合には、パ
ラメータ変更部１１ｄによってピントを近距離方向に変更する（Ｓ９３）。一方、ステッ
プＳ９２における判定の結果、右回りでなかった場合、すなわち左回りであった場合には
、パラメータ変更部１１ｄによってピントを無限方向に変更する（Ｓ９４）。
【０１０５】
　ステップＳ９３またはＳ９４において、ピント合わせの方向の変更を行うと、次に、撮
像部２０のピントを変更する（Ｓ９５）。ここでは、パラメータ制御部１１ｅによって、
撮像部２０のピントレンズを、パラメータ変更部１１ｄによる変更結果に従って、近距離
側または遠距離側に移動する。撮像部のピントの変更を実行すると、元のフローに戻る。
【０１０６】
　以上、説明したように本発明の第３実施形態においては、リングを２重にしたので、回
動操作の径の違いで、２種類の条件を選択的に変更することができる。
【０１０７】
　なお、本実施形態においては、画面５０の中央寄りおよび端部のいずれに指を置いた場
合であっても、外周リング６３ａおよび内周リング６３ｂの２重のリングを常に表示する
ようにしているが、指の置かれた位置に応じて、片方のリングのみを表示するようにして
も良い。
【０１０８】
　また、本実施形態においては、リングは２重であったが、これに限らず、３重またはそ
れ以上でも構わない。３重にした場合には、さらに多数の条件を選択的に変更することが
できる。
【０１０９】
　次に、本発明の第４実施形態について、図１４ないし図１６を用いて説明する。第３実
施形態においては、操作補助画像としての複数のリングを同心円に表示していた。この第
４実施形態においては、複数のリングの中心をずらしては位置するようにしている。第４
実施形態における構成は、第１実施形態と同様であり、フローチャートも図７に示した変
更条件設定のフローチャートを図１６に示すフローチャートに変更する点以外は、第１実
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施形態と同様である。そこで、相違点を中心に説明する。
【０１１０】
　図１６に示すフローチャートの説明を行う前に、図１４を用いて本実施形態におけるリ
ング表示の例を用いて条件の変更の仕方について説明する。図１４（ａ）は、画面５０の
右上側で両手の両指でそれぞれ同時にタッチされた際に、変更条件としてズームが設定さ
れる様子を示す図である。すなわち、タッチ検出部１１ａによって、画面５０の右上側（
第１象限）において両指で同時にタッチされたことを検出すると、変更条件設定部１１ｂ
によって変更条件の種類としてズームが設定される。
【０１１１】
　続いて、補助画像表示部１１ｃにより、そのタッチ位置２点を通るような円６４ａを画
面５０上に表示させる。また、円６４ａの中心６４ａｃには、変更条件の名称として、「
ズーム」を表示する。他の実施形態と同様に、円６４ａに沿ってユーザの両指がタッチし
ながら動くと、焦点距離が変更される。ここで、この回動操作方向が右回り（時計方向）
の場合には、ズームアップとなり、逆に回動操作方向が左回り(反時計方向)の場合にはズ
ームダウンとなる。
【０１１２】
　図１４（ｂ）は、画面５０の右下側で両手の両指でそれぞれ同時にタッチされた際に、
変更条件としてピントが設定される様子を示す図である。すなわち、タッチ検出部１１ａ
によって、画面５０の右下側（第４象限）において両指で同時にタッチされたことを検出
すると、変更条件設定部１１ｂによって変更条件の種類としてピントが設定される。
【０１１３】
　続いて、補助画像表示部１１ｃにより、そのタッチ位置２点を通るような円６４ｂを画
面５０上に表示させる。また、円６４ｂの中心６４ｂｃには、変更条件の名称として、「
ピント」を表示する。円６４ｂに沿ってユーザの両指がタッチしながら動くと、ピントが
変更される。ここで、この回動操作方向が右回り（時計方向）の場合には、近距離となり
、逆に回動操作方向が左回り(反時計方向)の場合には遠距離となる。
【０１１４】
　図１４（ｃ）は、ズームの円６４ａとピントの円６４ｂの両方を表示させた画面の例を
示す。図１４（ａ）においてズームの円６４ａを表示させた後、何もしないまま一定時間
（例えば、１秒）以上経過すると、円６４ａは消去されるが、一定時間以内に両指の位置
を下に移動させて、再度、回動操作を行うと、ズームの円６４ａに加えて、ピントの円６
４ｂが重ねて表示される。円同士が交差してもかまわない。
【０１１５】
　ズームとピントの選択の順番は、逆でも当然構わず、また、表示される円の数は３以上
でも良い。例えば、画面５０の全体を４つに分割し、右上（第１象限）、左上（第２象限
）、左下（第３象限）、右下（第４象限）の４つの領域に、操作補助画像として、それぞ
れ独立した円を表示するようにしても良い。後述する図１６に示すフローは、この４つの
円を表示する例である。
【０１１６】
　次に、図１５を用いて、画面５０にタッチした両指の位置から、表示させる円の径とセ
ンタ位置を算出する方法について説明する。図１４において、変更条件設定部１１ｂは、
タッチされた位置変更条件の種類を設定しているが、このときの円の設定方法である。
【０１１７】
　タッチ検出部１１ａによって検出される、右指がタッチされた位置９１ａの略センタの
座標を（ｘ１、ｙ１）とし、左指がタッチされた位置９１ｂの略センタの座標を（ｘ２、
ｙ２）とする。このときタッチ検出部１１ａは、下記の（１）～（３）式に基づいて、円
の半径Ｒ、円のセンタ９１ｃの座標（ｘ３、ｙ３）を算出する。
　Ｒ＝（（（ｘ１－ｘ２）２＋（ｙ１－ｙ２）２）０．５）／２　　　・・・（１）
　ｘ３＝（ｘ１＋ｘ２）／２　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（２）
　ｙ３＝（ｙ１＋ｙ２）／２　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（３）
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【０１１８】
　次に、図１６に示すフローチャートを用いて、本実施形態における変更条件設定の動作
を説明する。変更条件設定のフローに入ると、まず、両手タッチ位置にリング表示を行う
（Ｓ１０１）。ここでは、タッチ検出部１１ａによって検出された両手の指がタッチした
位置に基づいて、前述の（１）～（３）式を用いて、円の径とセンタ位置を求め、リング
を操作補助画像として表示する。
【０１１９】
　続いて、センタが第１象限か否かの判定を行う（Ｓ１０２）。ここでは、ステップＳ１
０１において算出した円のセンタ位置に基づいて、第１象限に含まれているか否かの判定
を行う。この判定の結果、センタが第１象限であった場合には、次に、直径が画面幅の半
分より大か否かの判定を行う（Ｓ１０３）。ここでは、ステップＳ１０１において算出し
た円の径に基づいて判定する。なお、本実施形態においては判定値として画面を４分割に
することから画面幅の半分としたが、これに限らず、設計値として適宜変更しても良い。
【０１２０】
　ステップＳ１０３における判定の結果、直径が画面幅の半分より大であった場合には、
次に、ズームの変更１ピッチを小さな値に設定する（Ｓ１０４）。一方、判定の結果、大
でなかった場合には、次に、ズームの変更１ピッチを大きな値に設定する（Ｓ１０５）。
ステップＳ１０４とＳ１０５における変更１ピッチは、相対的に、ステップＳ１０５の変
更１ピッチを、ステップＳ１０４の変更１ピッチよりも大きく設定すれば良い。ここで、
例えば、今、撮像部２０の焦点距離が１０ｍｍ～１００ｍｍの１０倍ズームとし、変更ピ
ッチが小では１０ｍｍ／９０度回動、大では３０ｍｍ／９０度回動とすると、大きく変化
させたい場合には変更ピッチを小とし、一方、細かく変化させたい場合には変更ピッチを
大とすれば良い。
【０１２１】
　ステップＳ１０４またはＳ１０５においてズームの変更１ピッチを設定すると、次に、
ズーム処理を行う（Ｓ１０６）。ここでは、ステップＳ１０４、Ｓ１０５において設定ズ
ームの変更１ピッチを用いて、パラメータ制御部１１ｅは、撮像部２０のズームレンズの
焦点距離を変更する。ズーム処理を行うと、元のフローに戻る。
【０１２２】
　ステップＳ１０２における判定の結果、センタが第１象限になかった場合には、センタ
が第２象限か否かの判定を行う（Ｓ１０７）。ここでは、ステップＳ１０１において算出
した円のセンタ位置に基づいて、第２象限に含まれているか否かの判定を行う。この判定
の結果、センタが第２象限であった場合には、次に、ＳＳ変更処理を行う（Ｓ１０８）。
ここでは、シャッタ速度を変更するための処理を行う。表示したリングの回動操作の方向
に従って、シャッタ速度を高速側に変更し、または低速側に変更する。ＳＳ変更処理を行
うと、元のフローに戻る。
【０１２３】
　ステップＳ１０７における判定の結果、センタが第２象限になかった場合には、センタ
が第３象限か否かの判定を行う（Ｓ１０９）。ここでは、ステップＳ１０１において算出
した円のセンタ位置に基づいて、第３象限に含まれているか否かの判定を行う。この判定
の結果、センタが第３象限であった場合には、次に、絞り変更処理を行う（Ｓ１１０）。
ここでは、絞り値を変更するための処理を行う。表示したリングの回動操作の方向に従っ
て、絞り値を開放側に変更し、または絞り込み側に変更する。絞り変更処理を行うと、元
のフローに戻る。
【０１２４】
　ステップＳ１０９における判定の結果、センタが第３象限になかった場合には、この場
合にはセンタが第４象限にあることから、次に、ピント変更処理を行う（Ｓ１１１）。こ
こでは、ピントを変更するための処理を行う。表示したリングの回動操作の方向に従って
、ピントを近距離側に変更し、または遠距離側に変更する。ピント変更処理を行うと、元
のフローに戻る。



(20) JP 2011-28345 A 2011.2.10

10

20

30

40

50

【０１２５】
　以上、説明したように本発明の第４実施形態においては、小さめの円を複数表示するこ
とができる。このため回動操作によって変更させたい条件の種類を多くすることができる
。また、円の径に応じて、変更されるパラメータのステップ量をけるようにしたので、大
きく変化させたい場合と細かく変化させたい場合のように変化量の切り替えが容易に選択
することができる。
【０１２６】
　以上説明したように、本発明の各実施形態においては、タッチパネルへの入力操作の態
様に応じて、変更される条件の種類を変更できるようしている。このため、多種類の条件
を整理された画面で簡単に入力することができる。また、各実施形態においては、変更さ
れた条件に応じて、操作補助画像を表示するようにしている。このため、ユーザは操作補
助画像に従って簡単に入力することができる。
【０１２７】
　なお、制御部１１がプログラムデータ記憶部１２に格納された操作制御用のプログラム
を読み出して実行されることによって、上述のインデックス画面の表示制御処理が実現さ
れていることから、このようなソフトウエア処理に関する制御用プログラムも本発明の対
象となる。また、このような制御用プログラムが記録された記録媒体も本発明の対象とな
る。なお、プログラムを格納する記録媒体としては、フラッシュメモリに限定されるもの
ではなく、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭ等の光学記録媒体、ＭＤ等の磁気記録媒体、テ
ープ媒体、ＩＣカード、ＵＳＢメモリ等の半導体メモリであっても良い。
【０１２８】
　また、本発明の各実施形態の説明に当たって、処理の実行をソフトエウエア処理とハー
ドウエア処理の組み合わせで説明したが、これに限られるものではなく、その組み合わせ
は選択事項である。
【０１２９】
　また、本実施形態においては、撮影のための機器として、デジタルカメラを用いて説明
したが、カメラとしては、デジタル一眼レフカメラでもコンパクトデジタルカメラでもよ
く、ビデオカメラのような動画用のカメラでもよい。また、携帯機器としては、カメラに
限られるものではなく、携帯電話、ムービーカメラ、携帯情報端末（ＰＤＡ：Personal D
igital Assist）、携帯ゲーム機器、あるいは音楽プレーヤー等に適用される。
【０１３０】
　本発明は、上記実施形態にそのまま限定されるものではなく、実施段階ではその要旨を
逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示されてい
る複数の構成要素の適宜な組み合わせにより、種々の発明を形成できる。例えば、実施形
態に示される全構成要素の幾つかの構成要素を削除してもよい。さらに、異なる実施形態
にわたる構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【符号の説明】
【０１３１】
１１・・・制御部（ＣＰＵ）、１１ａ・・・タッチ検出部、１１ｂ・・・変更条件設定部
、１１ｃ・・・操作画像表示部、１１ｄ・・・パラメータ変更部、１１ｅ・・・パラメー
タ制御部、１２・・・プログラム／データ記憶部、１３・・・タッチパネル、１４・・・
操作部、１５・・・表示制御部、１６・・・表示部、２０・・・撮像部、２１・・・画像
処理部、２２・・・圧縮伸張部、２３・・・記録再生部、２４・・・画像記憶部、２５・
・・通信部、２６・・・バス、５０・・・画面、５２ａ・・・人物、５２ｂ・・・風景、
６０・・・露出補正バー、６１・・・リング、６２ａ・・・シャッタ速度用アイコン、６
２ｂ・・・絞り用アイコン、６２ｃ・・・スライドバー、６２ｄ・・・絞り／ＳＳ表示部
、６３ａ・・・外周リング、６３ｂ・・・内周リング、６４・・・円、６４ａ・・・円、
６４ａｃ・・・中心、６４ｂ・・・円、６４ｂｃ・・・中心、９０・・・指、９０ａ・・
・指、９０ｂ・・・指、９１ａ・・・位置、９１ｂ・・・位置、９１ｃ・・・センタ、１
００・・・液晶部、１０２・・・バックライト、１０４・・・光センサ、１０６ａ・・・
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